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令和4年度 文化庁「生活者としての外国人」のための日本語教室空白地域解消推進事業 

「空白地域解消推進セミナー」 

「日本語教室の開設に向けたニーズ把握と検証～地域の実情に応じた日本語教室空白地域の解消に向けて～」 

次  第 

日時： 令和４年１２月１日（木） 

                             １３：３０～１７：３０ 

       開催方法：オンライン     

    議  事 

１． 開 会 

２． 外国人との共生社会の実現に向けた取組について  出入国在留管理庁 

３． 令和５年度概算要求の状況について        文化庁 

４． 空白地域の解消に向けた取組等について      文化庁 

５． 基調講演  

「日本語教室の開設に向けたニーズ把握に関する情報提供」 

結城 恵         群馬大学 大学教育・学生支援機構 教授 

               （兼担）情報学部・社会情報学研究科 教授 

                キャリアサポート 室長   

文化庁「地域日本語教育スタートアッププログラム」アドバイザー     

６． 事例報告 

  （１）実践事例１  

 域内のニーズ把握及び外国人等の個々のニーズ把握のサポートに着目して 

「日本語教室空白市町の解消から県全域の総合的な体制づくりに向けて」 

   村上 由記    公益財団法人兵庫県国際交流協会 日本語教育総括コーディネーター 

 

  （２）実践事例２  

外国人等の個々のニーズ把握とその分析に着目して 

   満留 由紀子   小林市 地方創生課 国際化推進コーディネーター 

 

（３）実践事例３ 

  外国人等の個々のニーズ把握と成果発信に着目して 

    阿部 孝志    一般社団法人滝川国際交流協会   

（４）講師コメント 

 

 ７．質疑応答/意見交換 

 ８．日本語学習サイト紹介 凸版印刷株式会社 
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参考資料１ 地域日本語教育スタートアッププログラム報告書 「日本語教室立ち上げハンドブック」平成30年度～令和2年度 

        https://www.bunka.go.jp/seisaku/kokugo_nihongo/kyoiku/seikatsusha_startup_program/93417701.html 

参考資料２「生活者としての外国人」のための日本語学習サイト「つながるひろがる にほんごでのくらし」 

       https://tsunagarujp.bunka.go.jp/ 


